
 環 8-1-1

 水資源 

8-1 道志川とトンネルの位置関係について 

 

道志川とトンネルの位置関係について、平面図を図 8-1-1、断面図を図 8-1-2、図 8-1-3、

図 8-1-4 に示す。なお、断面 A－A’及び断面 C－C’に道志川とトンネルの水平距離が小さく

なる位置の断面を示す。また、断面 B－B’に道志川とトンネルの鉛直距離が小さくなる位置

の断面を示す。 
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図 8-1-1 道志川と路線の位置平面図 
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図 8-1-2 道志川とトンネルの位置関係（A-A’断面） 

 

 

 

図 8-1-3 道志川とトンネルの位置関係（B-B’断面） 
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図 8-1-4 道志川とトンネルの位置関係（C-C’断面） 
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8-2 公共事業に係る工事の施行に起因する水枯渇等により生ずる損害等に係る 

  事務処理要領について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 環 8-2-2

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 環 8-2-3

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 環 8-2-4

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 環 8-2-5

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 環 8-2-6

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



環 8-3-1 

 

8-3 山梨リニア実験線における水資源対策について 

実験線区間の水資源等への影響検討について 

山梨リニア実験線においては、工事に先立ち、実験線区間のトンネル掘削に伴う水資源等

への影響検討を行っており、その結果は表 8-3-1-1 のとおりである。 

 

表 8-3-1-1 影響検討結果 

位 置 ・ 場 所 影響検討結果 

境川村～御坂町 

①竹居～上黒駒間のトンネル 

この区間の地質は、基盤層に亀裂が発達しており、地下水位下の施工となる

ため、地下水位の低下が予測され、路線周辺の井戸等の一部に影響がある

ことが予測される。 

御坂町～大月市笹子町 

②上黒駒～奥野沢間のトンネル 

この区間の地質は、基盤層は揉まれており、トンネル掘削に伴う地下水位の

低下により狩屋野川の流量が影響をうけ減少すると予測される。 

大月市笹子町～都留市小形山 

③奥野沢～丸田沢間のトンネル 

この区間の地質は、基盤層は揉まれており、割れ目も発達し、それに沿って

粘土化もしている。トンネル掘削に伴う地下水位の低下により奥野沢、穴沢及

び日影沢の流量が影響をうけ減水すると予測される。 

大月市笹子町～都留市小形山 

④丸田沢～中谷間のトンネル 

この区間の地質は比較的固結度がよく透水性も小さい。また、この区間の沢

は降雨量に左右され、付替が可能なことから影響はほとんどないものと考えら

れる。 

都留市小形山～朝日曽雌 

⑤九鬼～大平間のトンネル 

この区間の地質は、比較的固結度もよく透水性も小さいため、影響はほとんど

ないと考えられる。 

都留市小形山～朝日曽雌 

⑥大平～朝日曽雌間のトンネル 

この区間の地質は、比較的固結度もよく透水性も小さいため、影響はほとんど

ないと考えられる。 

朝日曽雌～南都留郡秋山村 

⑦朝日曽雌～大の入川間のトンネル 

この区間の地質は全体的には良好である、しかし、付近の断層の影響により

一部基盤が風化していることも考えられ、棚ノ入沢が影響を受けることが予測

される。 

朝日曽雌～南都留郡秋山村 

⑧大の入川～安寺沢間のトンネル 

この区間の地質は全体的には良好である、しかし、付近の断層の影響により

一部基盤が風化していることも考えられ、暮ヶ沢が影響を受けることが予測さ

れる。 
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工事中の影響及び対応 

地元と協議の上、測定箇所を選定して継続的に流量観測を行い、減水の兆候を事前に把握す

るよう努めた。また、より精緻な調査のため一部の地区については、観測用の井戸を設けるな

どの対応をとった。その結果、竹居～上黒駒間のトンネル、上黒駒～奥野沢間のトンネル、朝

日曽雌～大の入川間のトンネル、大の入川～安寺沢間のトンネルにおいて流量の減少等が観測

されたが、住民（水利用者）の生活に支障をきたさぬよう、応急対策を実施しており、その後

も流量観測を継続し、住民の皆様と協議をしながら、必要な恒久対策を実施している。 

 

トンネル工事実施時の水資源に対する対応の基本的な考え方 

施工中は河川流量、井戸水位観測、水質調査等の水文調査を継続的に行い、トンネル掘削に

伴う湧水で地表水の枯渇減少等により地表水利用に対する影響監視を継続的に実施する。工事

中に減水・渇水などの兆候が認められた地区については、住民（水利用者）の生活に支障をき

たさぬよう、応急対策を実施する。具体的には、揚水井戸を設け水道設備に供給したり、トン

ネル湧水を簡易水道に供給したりする等の対策を実施する。 

万が一補償が必要な場合は、「公共事業に係る工事の施工に起因する水枯渇等により生ずる

損害等に係る事務処理について」（「資料編 8-2 公共事業に係る工事の施工に起因する水枯

渇等により生ずる損害等に係る事務処理要領について」参照）に基づいて補償を行う。 

 

 


